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捺 印標 本 作製

①メスにて臓器に割面を
入れる

割面部分の血液を軽く

拭き取る

②割面部分を素早くスライドガラスに捺
印し、十分に風乾する

＜ギムザ染色の手技＞

1.塗抹・冷風乾燥

2.メタノール 5分

3.ギムザ染色液 15分
（市販のギムザ染色液を pH6.4 の
PBSで10倍希釈）

4.軽く水洗後、酢酸水にスライド
ガラスを4～5dip

（酢酸水：DWに酢酸を2～3滴下）

5.流水水洗・冷風乾燥



捺 印標 本

A標本：

血液の拭き取りが不十分の為、

分厚く、乾燥にムラが出来て

しまう

B標本：

適度な拭き取りが出来ていて、

風乾も均一

染色状態が良好
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ギ ム ザ 染 色 標 本

A 標本：

B 標本：

・細胞間や細胞内の核
と細胞質の染め分けが
はっきりしない

・核酸のリン酸基まで
染色液が浸透しない

・核形が明瞭

・クロマチン構造が鮮明

・顆粒が明瞭に染まる

染色ムラが出来る

均一な染色性を示す



まと め

1. 割面部分の余分な血液を軽く拭き取る

2. スライドガラスに捺印する際、素早く行い、

迅速に十分に風乾する


